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本論文は口腔扁平上皮癌細胞における MALT1 の機能を明らかにするため，MALT1 安定発現口腔扁平上皮
癌細胞を用い，MALT1 変異体における口腔癌細胞の核局在・増殖抑制効果について解析することにより検
討を行ったものである.本論文の結果より,口腔癌細胞での MALT1 の核への局在には caspase-like ドメイ
ンの存在が不可欠であることが明らかになった.しかし,細胞増殖の抑制には caspase-like ドメインは働
かず,death ドメインが核に局在することが重要であると考えられる.口腔癌細胞で見られる MALT1 の発現
停止による増殖促進は口腔癌進行に大きな役割を果たすと考えられる.および細胞増殖抑制機構の解明に
おいて極めて有用なものと考えられる．本学大学院歯学研究科歯学専攻生 林宏泰に対する最終試験は，
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